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液状ゴム (Polybd)用老化防止剤について (1)

液状ゴムの最初の製品は， 1923年に H.V. Hardman 

によって開発された解重合天然ゴムで "DPR"という商

品名で販売され，塗装用ブラシの剛毛をセットするため

の用途が見出されました．

20年後の1943年にチオコール社によって末端メルカフ゜

タンをもつ液状の多硫化ゴムが開発され，この末端反応

性を利用し種々の新しい架橋剤で架橋できるようになっ

たさらに，液状ゴムの発達は， 1944~ 1945年にカリホ

ルニア工科大学のジェット推進研究所が液状ゴムを固体

燃料のバインダーとして利用し，すべての固体ジエン系

ゴムが液状としても作られるようになりましたり さら

に種々の硬化方法が開発され，今日のジエン系液状ゴム

の発展となり，日本においても各種のジェン系液状ゴム

が市販されております．

液状ゴムで良質の高弾性を得るには，末端に官能基を

持った液状ゴムであること，さらにジエン系液状ゴムの

場合には1-4ー構造を多く持つことが必要であるとされて

おります？

このように，分子末端に官能基をもつ液状ゴムは，テ

レキーリック液状ゴムとよばれ，硬化剤により液状ゴム

分子が主鎖延長と架橋反応をし，ゴム網目構造となりゴ

ム弾性体が得られます．

工業的に液状ゴムを使用するには，用途目的に応じ

て，主鎖，反応基，硬化方法等を考慮して選択され，ジ

エン系液状ゴムでは末端-OHおよび末端-COOH が主

流をなしています．

液状ゴムの特徴としては） 1)3)4) 

長所(1) 加工設備，用役費（動力費等）節減．

(2) 機械化・自動化が容易

(3) 常温硬化が容易にできる．

欠点(1) 固体ゴムより割高

(2) 固体ゴムより強度が落ちる．

(3) 成形加工法に独自のプロセスを確立する必要
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がある．（既存のゴム加工設備では使いにくい．）

ジエン系液状ゴムの用途としては，土木建築材料，接

着剤関係，塗料，電気部品，自動車部品用等に，固体ゴ

ムでは困難な分野に広く利用されています3).

近年，高層建築がめざましく，建築用シーリング材と

してジエン系液状ゴムが注目されています，

自動車用，建材用とも屋外において使用される場合が

多いので，ジエン系液状ゴムの耐候性および耐久性が問

題となります．

水酸基末端液状ボリブタジエンゴム〔Polybd R-45 

HT: 出光石油化学（捌〕は， ジイソシアネートで主鎖延

長及び架橋を行い，ウレタン結合，アロファネート結合

等によりゴム弾性体が得られ，その主鎖骨格にブタジェ

ンユニットを持っているためにすぐれた耐加水分解性

と，すぐれた弾性を示すことが知られていますり

しかし，主鎖中に不飽和基を有するため，汎用の固形

ジエンゴムと同様に，酸化防止剤及びオゾン劣化防止剤

を添加して使用するのが好適であります．

当社の酸化防止剤のノクラック NS-6〔および液状ゴ

ム用オゾン劣化防止剤（ノクラック OL, ノクラック

PW)〕を液状ゴム (Polybdに添加した場合の熱老化試

験，オゾン劣化試険， 日光ばくろ試験を行なったデータ

を紹介します．

ノクラック NS-6は，フェノール系の非汚染性の酸化

防止剤であり，一般の固形ジエンゴムに対して非常に良

好な老化防止効果を持っております．

液状ゴム (Polybd)に対しても， 固形ジエンゴムと同

様，非常に良好な老化防止効果を発揮します．

ノクラック NS-6は，微粉末状であり，液状ゴムに非

常によく分散しやすく， 0.1~3.0 phr配合することによ

り液状ゴムの老化を防止します．

〔実験例の紹介〕

実験例ー 1 表l・1に示したように，ノクラック NS-6

(88) 



を添加した試斜は，熱老化後の伸び，硬さの変化からみ

てゴム弾性を保持しておりますが，ノクラック NS-6無

添加試料はゴム弾性を失い，いわゆる硬化劣化現象を示

しております．

実験例ー 2 表2・l, 表2・2は，ノクラック NS-6とチ

ヌビン 327(紫外線吸収剤）との併用効果についての試

験結果です．熱老化及び日光ばくろ試験結果から，併用

使用した場合の老化後の物性では著しい効果は認められ

ないが，日光ばくろ後の変色防止に良好な結果を示しま

す．

実験例ー 1

配合液状ゴム (Polybd R-45HT) *m 

Isonate 143-L *<2> 

DBTDL *<3> 

100 

15 

0.05 

ノクラック NS-6 o. 5 

NCO/OH当量比=i.25

硬化条件 100℃ X 100分 プレス成型

熱老化試験試験管加熱老化試験機老化温度： 120℃ 

表— l.J

老数化（日日） (kgT/cnmり (恥%) (kMg/c10m0 り Hs 

゜
21 150 17 57 

2 15 90 57 
老試化料防止剤無添加 4 12 50 62 

8 27 85 

12 29 91 

゜
20 160 16 56 

ノ添ク加(ラ0試.ッ5料クphNr)S-6 
2 17 140 15 55 

4 15 110 15 54 

8 18 110 17 59 

12 18 90 60 

実験例ー 2

100 配合液状ゴム (Polybd R-45HT) 

Isonate 143-L 15 

0.05 

表ー2・1および表ー2-2参照

DBTDL 

老化防止剤試料

NCO/OH当量=I.25 

硬化条件 100℃ X 100分 プレス成型

熱老化試験試験管加熱老化試験機老化温度： 120℃ 

老化日数： 8日間

(89) 

表ー2•1

(kgT/cnmり(幻%)(kMg/c10m0 り Hs 

老化防止剤無添加試料 老＇，化前後 19 130 17 58 
26 

゜
76 

添チヌビン327*4l(LO phr)老化前後 19 140 17 58 
加試料 // 28 

゜
75 

チヌビン炉3271 
(1.0) 

17 120 17 58 
ノNクSラ-6ッ 添加試料 老11化前俊" 

(O. lphr) J 
18 80 63 

ノクラ(ック1pNhrS)-6 老化前後 19 140 17 58 
0. )添加試料 II 17 80 62 

耐候性試験

屋外ばくろ 期間： 50年 1月31fl ~50年4月7日

(65日間）

場所：大内新興化学工業（悧志村工場

表ー2•2

Tn 幻 M,oo
(kg/cmり(%)(kg/cmり Hs 

老化防止剤無添加試料ばくろ前 19 130 17 58 
II 後 16 80 - 61 

チヌビン327(1.0 phr)ばくろ前 19 140 17 58 
添加試料 II 後 16 90 - 59 

チヌビン ］ 
(1.0 phr) 添加ばくろ前 17 120 17 58 

ノクラック 試料 11 後 17 100 17 58 
NS-6 (O.lphr) j 
ノクラック NS-6 ばくろ前 19 140 17 58 

(0.1 phr)添加試料 II 後 16 90 - 60 

注〕

*m R-45HT : 水酸基末端液状ボリブタジエンゴム

（出光石油化学K.K)

*<2> Isonate 143-L : 4. 4'ージフェニルメタンジイソシ

アネート（化成アップジョンK.K)

*<3> DBTDL: ジブチル錫ジラウレート

*(4) チヌビン327: 紫外線吸収剤（チバ・ガイギー社

K.K) 
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